
令和６年山形県教育委員会３月定例会 

 

令和６年３月 18日  

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 会期の決定 

 

４ 報   告 

（１）第78回国民スポーツ大会冬季大会結果について 

（スポーツ保健課競技力向上・アスリート育成推進室） 

（２）新庄新高校（仮称）の校名・校章・校歌の検討について 

（高校教育課高校未来創造室） 

（３）令和６年度山形県公立高等学校入学者選抜の概要について（高校教育課） 

 

５ 議   題 

議第１号 山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入

れに関する要綱の一部改正について        (高校教育課) 

議第２号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づ

く意見に係る臨時専決処理の承認について 

(教育政策課、教職員課) 

議第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条第２項の規定

に基づく意見に係る臨時専決処理の承認について  (教育政策課) 

議第４号 山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について            (スポーツ保健課) 

議第５号 教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について               (教職員課) 

議第６号 教育委員会職員の人事について         (教育政策課) 

議第７号 教職員の人事について              (教職員課) 

 

６ 閉   会 



１．大会概要

２．成　　績

3 位 （昨年 １０ 位）
3 位 （昨年 8 位）

（２）競技会別総合成績

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

6 78 北海道・山形 8 117.0 4 102.5 3 219.5 4 80.0 5 32.0 3 112.0 

5 特別 青森・岩手 11 85.0 5 58.0 10 143.0 10 48.0 8 19.0 8 67.0 

４ ７７ 栃木・秋田 14 62.0 5 53.0 13 115.0 11 36.0 5 23.0 8 59.0 
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会山形県選手団結果について

競 技 会 名 スケート競技会・アイスホッケー競技会 スキー競技会

令 和 ６ 年 3 月 18 日
教 育 局 ス ポ ー ツ 保 健 課

選　手　団 団長　逸見　良昭　以下２４名 団長　菅間　裕晃　以下８６名

選 手 名 所　属

スピードスケート 成年女子 1500m 小坂　凛 ＫＨネオケム株式会社

スピードスケート 成年女子 3000m

（１）冬季総合成績 男女総合成績（天皇杯順位）第

女子総合成績（皇后杯順位）第

大 会 期 日 令和６年１月２８日(日)～２月３日(土) 令和６年２月２１日（水）～２４日（土）

会　　　場 北海道苫小牧市 山形県山形市、上山市、最上町

スキー 少年男子 ジャイアントスラローム 阿部　和人 日大山形高校（２）

３．入賞（８位以内）および競技得点獲得一覧

冬季合計年 回 開催地 スケート・アイスホッケー競技会 スキー競技会 スケート競技会 スキー競技会

女　子　総　合　成　績（皇后杯）

冬季合計

男　女　総　合　成　績（天皇杯）

ＫＨネオケム株式会社

競 技 名 種　別 種　目

スピードスケート 少年女子 3000m 重堂　沙姫 山形中央高校（３）

スキー 成年男子B ジャイアントスラローム 佐藤　慎太郎 株式会社　置環

スピードスケート 少年女子 1500m

成年女子

スピードスケート 少年女子 1500m 大窪　菜緒 山形中央高校（３）

鈴木藍成・高谷楽人
小谷瞭太朗・小谷謙太朗

県選抜

スピードスケート 成年女子 1000m 真野　美咲 日本体育大学（２）

スピードスケート 成年女子 2000ｍリレー
真野美咲・鈴木杏菜
高橋美生・小坂凛

県選抜

スピードスケート 成年男子 1500m

九里学園高校（３）

5000m 森野　太陽 日本体育大学（４）

スピードスケート 少年男子

山形中央高校（３）

小坂　凛

R４(７７)

R６(７８)

R５(特別)

5２（０）１３位

７５（２）１０位

１０７（３）５位

森野　太陽 日本体育大学（４）

スピードスケート 成年女子

スピードスケート 少年男子 1000m 小谷　瞭太朗 山形中央高校（１）

1500m

少年女子 1000m 大窪　菜緒

山形中央高校（１）

１０２.５（２）４位 ２１９．５（５）３位

スキー

合　　　計

内訳

スケート・アイスホッケー競技得点合計

スキー　競技得点合計

冬季３競技・参加得点

年度(回) スケート国スポ

【参考】過去３年の国スポ（国体）冬季大会における男女総合成績（優勝数）

山形中央高校（３）

小谷駿太朗・森野太陽
ｳｲﾘｱﾑｿﾝ師円・小野俊

県選抜

1500m 鈴木　藍成 山形中央高校（３）

スピードスケート 少年男子

スキー国スポ 冬季男女総合成績

５８（０）５位 １４３（２）１０位

スピードスケート 少年女子 1000m 石岡　文那

スピードスケート 成年男子 2000ｍリレー

スピードスケート 成年男子

10000m 小谷　謙太朗

スキー 少年女子 ジャイアントスラローム 遠藤　なな

スキー 成年男子B クロスカントリー 石川　潤 Team ALLEZ Yonezawa

真野　美咲500m

スキー 成年男子B クロスカントリー

スピードスケート 少年女子 500m

高橋　美生 大東文化大学（１）

クロスカントリーリレー
菊地哲・尾崎光輔
石川潤・鈴木貴弘

県選抜

スキー 少年男子 クロスカントリーリレー

スキー 成年男子A ジャイアントスラローム 髙木　柊吾 明治大学（４）

スキー 成年男子B スペシャルジャンプ 内藤　智文 山形県スポーツ協会

スピードスケート 成年女子 3000m 高橋　美生 大東文化大学（１）

スピードスケート 少年男子 2000ｍリレー

福原中学校（３）

スキー 成年男子C ジャイアントスラローム 叶　靖長 神町自衛隊SC

スキー 成年男子A ジャイアントスラローム 三上　大我 株式会社　置環

スピードスケート

小沼永輝・野村拓夢
小沼我央・大場顕真

県選抜

スキー 少年女子 ジャイアントスラローム 山下　りこぼ 日大山形高校（３）

スキー 少年男子 ジャイアントスラローム 峯岸　陽 山形中央高校（３）

少年男子 5000m 小谷　謙太朗 山形中央高校（３）

石岡　文那 山形中央高校（１）

スピードスケート

重堂　沙姫 山形中央高校（３）

日本体育大学（２）

青森大学（４）

尾崎　光輔 神町自衛隊SC

スピードスケート

山形県スポーツ協会

スキー 少年男子 スペシャルジャンプ 布施　飛雄真 日大山形高校（１）

スキー 成年女子B クロスカントリー 青木　富美子 真室川レーシング

スキー 成年男子B クロスカントリー 鈴木　貴弘 Team ALLEZ Yonezawa

スキー 女子 クロスカントリーリレー
鈴木玲菜・大場明咲
髙橋灯里・西塚結

県選抜

資　料

５３（０）５位 １１５（０）１３位

５位

４位

３位

２位

１位

８位

７位

６位

成年男子B コンバインド 内藤　智文

スキー 成年女子A ジャイアントスラローム 小関　杏実

スキー 少年女子 クロスカントリー 大場　明咲

スキー 成年男子
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新庄新高校（仮称）の校名・校章・校歌の検討について 

 

令和６年３月18日 

高校未来創造室 

 

１ 校名 

○ 「山形県立   高等学校」の    の部分に入る名称であること。 

○ 公募とし、ウェブ・郵送により受けつける。募集は、校名を決定する上で参考に

するものであり、応募数の多寡により決定するものではない。 

○ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年 ５月 公募の詳細について広報 

６月 公募（１か月程度） 

１０月 校名公表 

 

２ 校章 

○ 令和６年１０月の校名公表後、素案（参考デザイン）を公募し、ウェブ・郵送に

より受けつける。 

○ 選定した素案（参考デザイン）をもとに、専門家にデザインを作業部会長が依頼

する。依頼先及び最終デザインは、開校準備委員会等で検討する。 

○ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年１０月 公募の詳細について広報 

１１月 公募（１か月程度） 

令和７年 ６月 校章公表 

 

３ 校歌 

○ 令和６年１０月の校名公表後、専門家に作詞、作曲を作業部会長が依頼する。  

依頼先は、開校準備委員会等で検討する。 

○ 今後のスケジュール（予定） 

令和７年１２月 校歌公表 

報告2-1
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令和6年.度山形県公立高等学校

一般入学者選抜学力検査

出題のねらいと検査問題の構成

令和6年3月7日

山形県教育委員会



.十

.

見

1 出題の基本方針

令和6年度山形県公立高等学校入学者選抜学力検査問題は、「令和6年度山形県公立

高等学校入学者選抜実施要項」に示した次の出題方針に基づいて作成した。

(1)中学校学習指導要領に示されている各教科の目標に即し、内容の基本的な事

項について出題する。

(2)解答が偶然性に支配されたり、単なる記憶の検査に偏ったりしないように、

理解力、思考力、判断力、表現力などを検査できるように配慮し、客観式及び

記述式を組み合わせて出題する。

(3)出題領域は、特定なものに偏ったりしないように、できるだけ広範囲から出

題する。

以上により、平素の授業を大切にし、着実に学習を.重ねていれば十分解答できるよ

うに配慮した。

1



2 出題の傾向
(1)全体

ア基礎・基本を重視し、思考力、判断力、表現力などを総合的に評価できるようにした。

イ受検者が興味・関心をもって取り組めるよう、身近な素材を取り入れ、問題の設定を工夫した。

【国語四、社会回、数学回、理科回、英語回】

(2)平均点

各教科とも 50・~60点となるように配慮した。

(3)各教科

国語

・主人公が先輩の言葉に勇気づけられる場面を描いた作品や、正倉院宝物の再現模造事業に

ついて述べた文章など、自己、人間、社会などについて自分の考えを広げたり深めナごりする

旧、目ことができるような題材を取り上げた。

・話合いにおいて、話題や展開を捉えたり、進行の仕方を工夫したりする力をみる問題を出

(四問二)題した。

社会

・世界の地理に関わる事象について、.資料を正確に読み取り、読み取った内容から思考・判

(国)断したことを適切に表現する力をみる問題を出題した。

・山形県に関連する人物や山形県の施策な'ど、身近な題材を取り上げ、受検者が興味・関心

伺、・をDをもって問題に取り組めるようにした。

数学

・日常の事象を数理的に捉え、判断の根拠を的確に表現することを通して、数学のよさを実

(回-4)感できるような問題を出題した。

・二つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数関係について考察したり、表現した

(回-1、亙トりする問題を出題した。

.

理科

(回)・天体の観察を題材とし、天体とその運動について総合的に問う問題を出題した。

・身近な事物・現象を取り上げ、探究の過程の中で、理科の有用性を感じられるような問題

(回一'2、團-3)を出題した。

英語

・外国人との共生や、日本の伝統工芸を通した交流を題材として取り上げ、受検者が興味・

伺、国)関心をもって問題に取り組めるようにした。

・英文から読み取ったことを踏まえて、自分の考えについて、まとまりのある英文を書く力

(恒)をみる問題を出題した。

ー^
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1 出題のねらい

(D 出題に当たっては、「言葉の特徴や使い方に関する事項」、「情報の扱い方に関する事項」、「我
が国の言語文化に関する事項」の各事項、及び「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読む
こと」の3領域にっいて、基礎的・基本的な国語の力を中心に、日常の学習における成果をみ
ることができるようにした。

(2)題材の選定に当たっては、受検者の生活体験や心情に配慮しながら、受検者に読ませるのに
ぶさわしい内容をもつものを取り上げた。

(3)設問に当たっては、知識・技能だけでなく>思考力、判断力ゞ表現力などもみることができ
るようにした。

国

2

言五
云口

検査問題の構成

問 領

日

文学的な文章

・言葉の特徴や使い方
に関する事項

・読むこと

域

説明的な文章

・言葉の特徴や使い方
に関する事項

・情報の扱い方に関す

る事項

・読むこと

0常用漢字や語句の意味についての基礎的な知識・技能。
0場面の展開や登場人物の設定の仕方、心情'の変化などにっいて、

描写を基に捉える力。

0物語の展開の仕方を捉える力。

古典

・我が国の言語文化に

関する事項

・読むこと

0常用漢字や単語の活用についての基礎的な知識・技能。

0意見と根拠、.具体と抽象など情報と情報との関係にっいて理解す
る力。

0文章の内容を叙述を基に捉え、要旨を把握する力。

@表現の仕方や効果を捉える力。

ね

回

漢字と言葉

・言葉の特徴や使い方

に関する事項

・話すこと・聞くこと

ら

0文語のきまりについての基礎的な知識・技能。

0古典に表れたものの見方や考え方を理解する力。

0場面の展開や登場人物の設定の仕方、心情の変化な'どについて、
描写を基に捉える力。

し、

国

作文

・情報の扱い方に関す

る事項

・書くこと

0学年別漢字配当表に示されている漢字を書く力。

0話合いにおいて、話題や展開を捉えたり、進行の仕方を工夫した
りする力。

0資料に示された情報を、比較や.分類、'関係付けなどによって整理

し、理解する力。

0自分の考えを、理由を明確にしながら、まとまりのある文章で書

く力。

3
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1 出題のねらい

(1)出題に当たっては、地理的分野、歴史的分野及び公民的分野における基礎的・基本的な内容

について、日常の学習における成果をみることができるようにした。

(2)設問に当たっては、知識・技能だけでなく、思考力、判断力、表現力などもみることができ
るようにした。

(3)地図、写真、図、'グラフなどの資料を用いて、社会的事象を総合的に考察中る力をみること
ができるようにした。

2

社

検査問題の構成

問

地理的分野

・世界の地域構成

・世界各地の人々の生

活と環境

・世界の諸地域

領

国

域

4

地理的分野

・日本の地域的特色と

地域区分

・日本の諸地域

・地域の在り方

回

0世界地図を活用し、世界の地域構成を捉える力。
0自然及び社会的条件と関連付けて、世界の人々の生活の様子を捉

える力。

0地理に関わる事象について、資料を読み取り、思考・判断したこ
とを表現する力。

▲

回

歴史的分野

・'古代までの日本

・中世の日本

・近世の.日本

＼4

0日本の自然環境や産業についての知識。

0地理に関わる事象について、資料を読み取り、思考・判断する力。
0地域で見られる地理的な課題について、資料を基に一思考・判断

したことを表現する力。

ね

回

歴史的分野

・近代の日本と世界

・現代の日本と世界

ら

0時代区分や、歴史に関わる事象にういての知識。

0時代の転換や、各時代の政治や社会の特色を捉える力。

0歴史に関わる事象の意味や意義を説明する力。

い

同

公民的分野

・人間の尊重と日本国

憲法の基本的原則

・民主政治と政治参加

0歴史に関わる事象についての知識。

0世界の動きと関連付けて、日本の近現代史の大きな流れを捉える
カ。

0歴史に関わる事象の意味や意義を説明する力。

公民的分野

・国民の生活と政府の

役割

・世界平和と人類の福

祉の増大

回

0日本国憲法や、民主政治の仕組みについての知識。

0現代の社会的事象の意味や意義を説明する力。

0財政及び租税の意義や、国際社会の諸課題についての知識。

0現代の社会的事象について、資料を基に、思考・判断したことを
表現する力。

゛

会



,ー

゛

,

1 出題のねらい

(1)出題に当たっては、「数と式」、「図形」、「関数」及び「データの活用」.の4領域に船ける基
礎的・基本的な内容について、日常の学習における成果をみることができるようにした。

(2)題材の選定に当たっては、日常の場面と数学との関連を図ったり、動きのある事象を取り上
げたりして、受検者が関心・意欲をもって取り組め・るようにした。

(3)設問に当たっては、知識・技能だけでなく、'思考力、判断力、表現力、直観力などもみるこ
とができる.ようにした。

(4)結果だけを問うのではなく、結果に至るまでの過程も評価できるようにした。

数

2 検査問題の構成

5

問

1二M
子・

数と式
・正の数・負の数

・平方根

・式の計算
・二次方程式

図形

・平面図形
・空間図形
データの活用
・確率

領

国

域

f

0整数や分数、平方根を含む式や文字を含む整式の四則計算をtる
カ。

0解.の公式を用いて二次方程式を解く力。
0円周角の定理などを活用し、角の大きさを求める力。
0確率を求める力。

0平面上に表現された空間図形を読み取り、.その図形を考察する力。

関数
・反比例
・一次関数

.関数 y=肌2
図形
・平面図形
数と式
・一次方程式
・連立方程式
データの活用
・データの分布の傾向

回

ね ら

0関数の変化の割合を理解し、 yの増加量を求める力。
0関数の特徴について、式とグラフを相互に関連付ける力。
0図形的な性質を捉え.、作図する力b
0方程式を活用する力。

0累積相対度数を用いて、判断の根拠を的確に表現する力。

回

V、

関数
・一次関数
図形
・平面図形

回
図形
・平面図形

」

0伴って変わる二つの数量の関係を捉え、考察する力。
0図形の性質を活用し、事象を考察tる力。

0三角形の合同条件などを用いて、論理的に証明する力。
0三平方の定理及び相似な図形の性質などを活用し、,図形を考察す

る力。



1 出題のねらい

(D 出題に当たっては、第1分野、第2分野における基礎的・基本的な内容にっいて、日常の
学習における成果をみることができるようにした。

(2)設問に当たっては、知識・技能を基に、思考力、判断力、表現力などをみることができる
ようにした。

(3)観察や実験に関する問題では、活動の過程を重視し、観察や実験に対する関心・意欲や、
結果から考察する力などの、科学的に探究する力をみることができるようにした。

理

2 検査問題の構成

問

科

国
生物的領域

・いろいろな生物とその共

通点

領

回
生物的領域
・生物の体のつくりと働き

域

回
地学的領域

・気象とその・変化

0動物の体の共通点・と相違点についての知識

0動物の特徴と分類の仕方について、知識・

し、表現す、る力。

回
地学的領域

・地球と宇宙

0動物の体のつくりと働きについての知識・技能。

0生命を維持する働きについて、実験結果を基に、思考し、判
断する力。

X

同
化学的領域

・身の回りの物質

ね

0気象要素についての知識・技能。

0前線の通過と天気の変化について、観測結果を基に、思考し、
判断する力。

回

ら

化学的領域

・化学変化と原子・分子

C惑星と恒星についての知識・技能。

0天体の動きと地球の自転・公転について、知識・技能を基に、
思考し、判断する力。

し、

回
物理的領域

・運動とエネノレギー

0音の性質についての知識・技能。
0音の性質について、知識・技能を基に、思考し、表現する力。

6

0実験器具の操作についての知識・技能。

0身の回りの物質と・その性質について、実験結果を基に、思考

し、判断する力。

技能。

技能を基に、思考

回
物理的領域

・身近な物理現象

0化学変化と物質の質量について、実験結果を基に、思考し、
表現する力。

0質量変化の規則性にっし.、て、思考し、判断する力。

0仕事とエネルギーについての知識・技能。

0仕事とエネノレギーについて、知識.・技能を基に、思、考し、判

断する力。



,

1 出題のねらい

a)・出題に当たっては、「聞くこと」、「読むこと」、「話司、こと[やり取り]」、「話すこと[発表]」
及び「書くこと」の五つの領域における基礎的・基本的な内,容にっいて、日常の学習におけ
る成果をみることができるようにした。

(2)題材の選定に当たっては、受検者が興味・関心をもって取り組めるよう、日常的な話題や
社会的な話題を取り上げた。

(3)「音声」、「符号」、「語、連語及び慣用表現」、「文、文構造及ぴ文法事項」といった言語材
料の選定に当たっては、日常のコミユニケーション活動においてよく用いられる活用頻度の
高いものを取り上げた。

(4)設問に当たっては、、単に英語の知識を問うだけでなく、全体のあらすじなどの大まかな内

容や大切な部分を捉える力、伝えたいことを積極的に表現する力などを総合的にみることが

できるようにした。

・゛→.

央
き五
云口

2 検査問題の構成

問 領

国

. 聞く

書く.

域

回

・読むこと

・書くこと

・話すこと

〔やり取り]

0英語を聞いて、必要な情報や大切な部分を聞き取る力。

0まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を的確に捉える力。

0英語を正確に聞き取り、聞き取った英語を正しく書く力。

團
・読むこと

・話すこと

[やり取り]

0基本的な言語材料を、場面に応じて適切に活用する力。

0具体的な場面や状況に合った適釖な表現を使用する力。

0文構造や文法事項に注意して正しく文を書く力。

國

ね

・読むこと

・書くこと

0グラフや表と照らし合わせながら、'対話文の大切な部分を的確に読み

取ったり、話された内容を捉えたりする力。

ら

同

・読むこと

・書くこと

・話すこと

[発表]

い

0物語のあらすじをつかみながら、内容を読み取る力。

0登場人物の行動や心情など、書かれた内容を的確に理解する力。

0読んだ事柄について、英語の問いに英語で適切に答える力。

0英語で書かれた内容を捉え、適切に応じる力。

0自分の考えなどが読み手に正しく伝わるように書く力。

7

と
と

こ
こ



議第 １ 号 

 

山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入れに 

関する要綱の一部改正について 

 

山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入れに関する要綱を

別紙のとおり一部改正する。 

 

   提 案 理 由 

山形県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会から提出された報告書を踏ま

え策定した山形県公立高等学校入学者選抜方法改善方針に基づき、入学定員の充足率

向上を図るため、山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入れに

関する要綱を一部改正する必要があり提案するものである。 

 

令和６年３月 18日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹    

議1-1



山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入れに関する要綱 

新旧対照表 

 

現行 改正案 

第１条 －略－ 第１条 －略－ 

第２条 －略－ 第２条 －略－ 

(1)  －略－ (1)  －略－ 

(2) 志願者 推薦入学者選抜及び一般入学者選

抜における入学志願者をいう。 

(2) 志願者 推薦入学者選抜、一般入学者選抜及

び前期（特色）選抜における入学志願者をいう。 

(3)～(5)  －略－ (3)～(5)  －略－ 

第３条 山形県教育委員会教育長（以下「教育長」

という。）は、直近３年における入学定員に対する

合格者数の割合が連続して８割に満たない学科

がある学校について、校長の申請により、県外か

らの志願者受入れを承認することができる。この

場合、県外志願者の受入れは、当該学科に限るも

のとする。 

第３条 山形県教育委員会教育長（以下「教育長」

という。）は、直近２年における入学定員に対する

合格者数の割合が連続して９割に満たない学科

がある学校について、校長の申請により、県外か

らの志願者受入れを承認することができる。この

場合、県外志願者の受入れは、当該学科に限るも

のとする。 

２ －略－ ２ －略－ 

第４条 －略－ 第４条 －略－ 

(1)  －略－ (1)  －略－ 

(2) 推薦入学者選抜を実施する学校においては、

推薦入学者選抜及び一般入学者選抜の募集人員

は、合わせて 10 パーセント程度までとし、その配

分は学校が定めるものとする。 

(2) 推薦入学者選抜又は前期（特色）選抜を実施

する学校においては、推薦入学者選抜又は前期

（特色）選抜及び一般入学者選抜の募集人員は、

合わせて 10 パーセント程度までとし、その配分

は学校が定めるものとする。 

(3)  －略－ (3)  －略－ 

第５条～第 12 条 －略－ 第５条～第 12 条 －略－ 

第 13 条 審議委員会に関する庶務は、教育庁高

校教育課にて処理する。 

第 13 条 審議委員会に関する庶務は、教育局高

校教育課にて処理する。 

第 14 条～第 15 条 －略－ 第 14 条～第 15 条 －略－ 

 

議1-2



 

山形県公立高等学校入学者選抜における県外からの志願者受入れに関する要綱 

 

山形県教育委員会 

   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、別に定めがある場合を除き、山形県公立高等学校入学者選抜（以

下「入学者選抜」という）における県外からの志願者受入れに関する事務手続その他

必要な事項について定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところ

による。 

(1) 学校 山形県立高等学校（「山形県立高等学校小規模校入学者選抜における県外

からの志願者受入れに関する要綱」第２条１号に規定する学校を除く。）をいう。 

(2) 志願者 推薦入学者選抜、一般入学者選抜及び前期（特色）選抜における入学志

願者をいう。 

(3) 県内志願者 志願者のうち保護者とともに県内に居住する者をいう。ただし、一

家転住等や「通学の便」を理由として教育長が志願を許可した者は県内志願者とみ

なす。 

(4) 県外志願者 (3)以外の志願者をいう。 

(5) 学科 山形県立高等学校管理運営規則（昭和 41 年４月教育委員会規則第３号）

別表第１に定める設置学科のうち大学科をいう。 

 

   第２章 県外志願者受入れの承認 

（県外志願者受入れの承認） 

第３条 山形県教育委員会教育長（以下「教育長」という。）は、直近２年における入

学定員に対する合格者数の割合が連続して９割に満たない学科がある学校について、

校長の申請により、県外からの志願者受入れを承認することができる。この場合、県

外志願者の受入れは、当該学科に限るものとする。 

２ 県外からの志願者受入れを希望する校長は、教育長が別に指定する期日までに、

「県外からの志願者受入れのための申請書」（別記様式第１号）を教育長に提出しな

ければならない。 

（受入人員） 

第４条 県外志願者の募集人員及び合格者の人数は、原則として次のように定める。 

(1) 県外志願者の募集人員は入学定員の 10 パーセント程度までとし、学校が定める

こととする。 

(2) 推薦入学者選抜又は前期（特色）選抜を実施する学校においては、推薦入学者選

抜又は前期（特色）選抜及び一般入学者選抜の募集人員は、合わせて 10 パーセン

ト程度までとし、その配分は学校が定めるものとする。 

(3) 一般入学者選抜において、志願倍率が１倍を超えない場合は、学校が定める県外

志願者の募集人員を超えて県外志願者を合格とすることができる。 

議1-3



 

（承認の見直し） 

第５条 教育長は、承認後３年ごとに県外からの志願者受入れの継続の可否を判断する

ものとする。 

 

   第３章 山形県立高等学校県外志願者受入審議委員会 

（設置） 

第６条 県外からの志願者受入れを承認する学校について審議するため、山形県立高等

学校県外志願者受入審議委員会（以下「審議委員会」という。）を設置する。 

（審議委員会への意見聴取） 

第７条 教育長は、第３条の規定による承認を行う場合、あらかじめ、審議委員会の意

見をきかなければならない。 

２ 教育長は、第５条の規定による承認の見直しを行う場合、必要に応じて審議委員会

を開催し意見を聴取することができる。 

（審議事項） 

第８条 審議委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

 (1) 県外からの志願者を受け入れる学校や学科に関する事項 

 (2) 県外志願者受入の継続可否に関する事項 

 (3) 前各号に掲げるもののほか、教育長が必要と認める事項 

（組織） 

第９条 審議委員会は、次に掲げる者（以下「委員」という。）をもって組織する。 

 (1) 教育次長（高校教育課を所管するものに限る。） 

(2) 県高等学校長会会長 

(3) 県高等学校長会理事長 

(4) 県中学校長会会長 

(5) 私立中学高等学校協会代表 

２ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

３ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第 10 条 審議委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によってこれを定め、副委員長は、委員長の指名により定め

る。 

３ 委員長は、審議委員会の会務を総理し、審議委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故のあるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第 11 条 審議委員会は、教育長が招集する。 

２ 審議委員会は、必要に応じて開催する。 

３ 審議委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 委員長は、会議の議長となる。 

議1-4



５ 審議委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の場合は、委員長の

決するところによる。 

（守秘義務） 

第 12 条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。 

（庶務） 

第 13 条 審議委員会に関する庶務は、教育局高校教育課にて処理する。 

（その他） 

第 14 条 この章に定めるもののほか、審議委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が会議に諮って定める。 

 

   第４章 補則 

（雑則） 

第 15 条 この要綱に定めるもののほか、県外からの志願者受入れに関して必要な事項

は、教育長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 

令和３年７月 ６日一部改正 

令和４年６月 23 日一部改正 

令和５年３月 27 日一部改正 

令和６年＊月 ＊日一部改正 
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議第 ２ 号 の １ 

 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づく意見 

に係る臨時専決処理の承認について 

 

山形県議会２月定例会に提案された下記条例案の作成について、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29条の規定により山形県知事

から意見を求められた件について、教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に

委任し又は専決させる規則（昭和 31 年 11 月県教育委員会規則第 12 号）第５条第１

項の規定により、別紙のとおり専決処理したことについて承認する。 

 

記 

 

山形県部設置条例等の一部を改正する条例案 

 

   提 案 理 由 

山形県知事から上記議案の作成に当たり意見を求められ、緊急を要したため、教

育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は専決させる規則第５条第

１項の規定により専決処分したので、同条第２項の規定により承認を求めるため提

案するものである。 

 

令和６年３月 18日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹    
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議第 号

山形県部設置条例等の一部を改正する条例の設定について

山形県部設置条例等の一部を改正する条例を次のよう に制定する。

山形県部設置条例等の一部を改正する条例

（ 山形県部設置条例の一部改正）

第１ 条 山形県部設置条例（ 昭和34年３ 月県条例第２ 号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条第８ 号ニを次のよう に改める。

ニ スポーツに関する事項（ 学校における体育に関する事項を除く 。 ）

（ 山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部改正）

第２ 条 山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例（ 令和２ 年３ 月県条例第２ 号） の一部を

次のよ う に改正する。

本則中第２ 号を第３ 号と し 、 第１ 号の次に次の１ 号を加える。

( 2) スポーツに関するこ と （ 学校における体育に関するこ と を除く 。 ） 。

附 則

（ 施行期日）

１ この条例は、 令和６ 年４ 月１ 日から施行する 。

（ 山形県体育施設条例の一部改正）

２ 山形県体育施設条例（ 昭和39年３ 月県条例第38号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条から第４ 条までの規定中「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第５ 条中「 き損」 を「 毀損」 に、 「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第６ 条第１ 項、 第９ 条第１ 項第３ 号及び第２ 項から第４ 項まで並びに第10条第１ 項第５ 号及び

第２ 項中「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第13条中「 県教育委員会規則」 を「 規則」 に改める。

（ 山形県スポーツ推進審議会条例の一部改正）

３ 山形県スポーツ推進審議会条例（ 平成23年10月県条例第49号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条及び第４ 条第１ 項中「 教育委員会」 を「 知事」 に改める。

（ 経過措置）

４ この条例の施行の日（ 以下「 施行日」 と いう 。 ） 前に法令、 条例若し く は教育委員会規則の規

定により 山形県教育委員会若し く は山形県教育委員会の委任を受けた者がした処分その他の行為

のう ちこの条例の施行の際現に効力を有するも の又はこの条例の施行の際現に法令、 条例若し く

は教育委員会規則の規定により 山形県教育委員会若し く は山形県教育委員会の委任を受けた者に

対してされている申請その他の行為で、 施行日以後において第２ 条の規定による改正後の山形県

教育委員会の職務権限の特例に関する条例本則第２ 号の規定により 知事が管理し、 及び執行する

こ と と なる事務に係るものは、 施行日以後においては、 知事若しく は知事の委任を受けた者がし

た処分その他の行為又は知事若しく は知事の委任を受けた者に対してさ れた申請その他の行為と

みなす。

提 案 理 由

教育委員会の権限に属する事務の一部を知事が管理し 、 及び執行するため提案するも のである 。

議2-1-3



山形県部設置条例等の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

 

第１条（山形県部設置条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

（略） （略） 

(８) 観光文化スポーツ部 (８) 観光文化スポーツ部 

イ 観光に関する事項 イ 観光に関する事項 

ロ 文化振興に関する事項 ロ 文化振興に関する事項 

ハ 文化財の保護に関する事項 ハ 文化財の保護に関する事項 

ニ スポーツによる地域活性化に関する事項 ニ スポーツに関する事項（学校における体

育に関する事項を除く。） 

 

第２条（山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和31年法律第162号。以下「法」という。）第23条

第１項の規定に基づき、次の各号に掲げる教育に

関する事務は、知事が管理し、及び執行すること

とする。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和31年法律第162号。以下「法」という。）第23条

第１項の規定に基づき、次の各号に掲げる教育に

関する事務は、知事が管理し、及び執行すること

とする。 

(１) 山形県立博物館及び山形県立うきたむ風

土記の丘考古資料館（以下「博物館等」とい

う。）の設置、管理及び廃止に関すること（法

第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲

げる事務のうち、博物館等のみに係るものを

含む。）。 

(１) 山形県立博物館及び山形県立うきたむ風

土記の丘考古資料館（以下「博物館等」とい

う。）の設置、管理及び廃止に関すること（法

第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲

げる事務のうち、博物館等のみに係るものを

含む。）。 

 (２) スポーツに関すること（学校における体

育に関することを除く。）。 

(２) 文化財の保護に関すること。  (３) 文化財の保護に関すること。 

 

附則第２項関係（山形県体育施設条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

第１条 （略） 第１条 （略） 

（使用の許可） （使用の許可） 

第２条 体育施設の施設又は設備で別表に掲げる

もの（以下「施設等」という。）を使用しよう

とする者は、県教育委員会の許可を受けなけれ

ばならない。 

第２条 体育施設の施設又は設備で別表に掲げる

もの（以下「施設等」という。）を使用しよう

とする者は、知事の許可を受けなければならな

い。 

２ 県教育委員会は、前項の許可に体育施設の管

理上必要な条件を付することができる。 

２ 知事は、前項の許可に体育施設の管理上必要

な条件を付することができる。 

（使用の不許可） （使用の不許可） 

第３条 県教育委員会は、施設等の使用目的、使

用方法等が次の各号のいずれかに該当するとき

は、前条第１項の許可をしてはならない。 

第３条 知事は、施設等の使用目的、使用方法等

が次の各号のいずれかに該当するときは、前条

第１項の許可をしてはならない。 

(１)～(２)  （略） (１)～(２)  （略） 
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（使用の許可の取消し等） （使用の許可の取消し等） 

第４条 県教育委員会は、第２条第１項の規定に

よる許可を受けた者（以下「使用者」という。）

が次の各号のいずれかに該当するときは、当該

許可を取り消し、当該許可に付した条件を変更

し、又は施設等の使用の停止を命ずることがで

きる。 

第４条 知事は、第２条第１項の規定による許可

を受けた者（以下「使用者」という。）が次の

各号のいずれかに該当するときは、当該許可を

取り消し、当該許可に付した条件を変更し、又

は施設等の使用の停止を命ずることができる。 

(１)～(３)  （略） (１)～(３)  （略） 

（損害賠償等） （損害賠償等） 

第５条 使用者は、体育施設の施設又は設備を汚

損し、若しくはき損し、又は滅失したときは、

県教育委員会の指示するところにより原状に回

復し、又は損害を賠償しなければならない。 

第５条 使用者は、体育施設の施設又は設備を汚

損し、若しくは毀損し、又は滅失したときは、

知事の指示するところにより原状に回復し、又

は損害を賠償しなければならない。 

（使用料の徴収等） （使用料の徴収等） 

第６条 県は、第８条の規定により法人その他の

団体であつて県教育委員会が指定するもの（以

下「指定管理者」という。）が体育施設の管理

を行う場合を除き、使用者から別表に定める額

の範囲内で知事が定める額の使用料を徴収す

る。 

第６条 県は、第８条の規定により法人その他の

団体であつて知事が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）が体育施設の管理を行う場

合を除き、使用者から別表に定める額の範囲内

で知事が定める額の使用料を徴収する。 

２ （略） ２ （略） 

第７条～第８条 （略） 第７条～第８条 （略） 

（指定管理者が行う管理の基準） （指定管理者が行う管理の基準） 

第９条 指定管理者は、次に掲げる基準に従い、

体育施設の管理を行うものとする。 

第９条 指定管理者は、次に掲げる基準に従い、

体育施設の管理を行うものとする。 

(１)～(２)  （略） (１)～(２)  （略） 

(３) その他体育施設の管理上県教育委員会が

必要と認める基準 

(３) その他体育施設の管理上知事が必要と認

める基準 

２ 指定管理者は、前項第２号の基準の範囲内で、

あらかじめ県教育委員会の承認を受けて体育施

設の休業日を定めるものとする。 

２ 指定管理者は、前項第２号の基準の範囲内で、

あらかじめ知事の承認を受けて体育施設の休業

日を定めるものとする。 

３ 県教育委員会は、前項の承認をしたときは、

速やかに当該承認をした休業日を公示するもの

とする。 

３ 知事は、前項の承認をしたときは、速やかに

当該承認をした休業日を公示するものとする。 

４ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、指定

管理者は、必要があると認めるときは、あらか

じめ県教育委員会の承認を受けて体育施設を臨

時に使用させ、又は使用させないことができる。 

４ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、指定

管理者は、必要があると認めるときは、あらか

じめ知事の承認を受けて体育施設を臨時に使用

させ、又は使用させないことができる。 

（指定管理者が行う業務の範囲） （指定管理者が行う業務の範囲） 

第10条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うも

のとする。 

第10条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うも

のとする。 

(１)～(４)  （略） (１)～(４)  （略） 

(５) 前各号に掲げるもののほか、体育施設の

管理に関し県教育委員会が必要と認める業務 

(５) 前各号に掲げるもののほか、体育施設の

管理に関し知事が必要と認める業務 

２ 第８条の規定により指定管理者が体育施設の２ 第８条の規定により指定管理者が体育施設の
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管理を行う場合における第２条から第５条まで

の規定の適用については、これらの規定中「県

教育委員会」とあるのは、「指定管理者」とす

る。 

管理を行う場合における第２条から第５条まで

の規定の適用については、これらの規定中「知

事」とあるのは、「指定管理者」とする。 

（利用料金） （利用料金） 

第11条～第12条 （略） 第11条～第12条 （略） 

（委任） （委任） 

第13条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

県教育委員会規則で定める。 

第13条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

規則で定める。 

 

附則第３項関係（山形県スポーツ推進審議会条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

第１条 （略） 第１条 （略） 

（所掌事務） （所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、ス

ポーツの推進に関する計画その他のスポーツの

推進に関する重要事項について調査審議する。 

第２条 審議会は、知事の諮問に応じ、スポーツ

の推進に関する計画その他のスポーツの推進に

関する重要事項について調査審議する。 

（組織） （組織） 

第３条 （略） 第３条 （略） 

（委員） （委員） 

第４条 委員及び臨時委員は、学識経験のある者

のうちから、教育委員会が任命する。 

第４条 委員及び臨時委員は、学識経験のある者

のうちから、知事が任命する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠又

は増員により任命された委員の任期は、前任者

又は現任者の残任期間とする。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠又

は増員により任命された委員の任期は、前任者

又は現任者の残任期間とする。 

３ 臨時委員の任期は、特別の事項に関する調査

審議を終了するまでとする。 

３ 臨時委員の任期は、特別の事項に関する調査

審議を終了するまでとする。 
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山形県部設置条例等の一部を改正する条例案の概要 

 
 
第１ 改正内容（山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例）             

○ スポーツに関する事務については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地

教行法）第 21 条の規定に基づき、教育委員会の職務権限とされている一方、条例で

定めることにより、学校における体育に関することを除き、知事がその権限の全てを

行使できることとされている（地教行法第 23条第１項）。 

○ 本県においては既に、スポーツに関する事務の一部（プロスポーツに関することの

み）について、地方自治法第 180 条の７に基づく委任により知事部局で管理執行して

いるが、スポーツ振興を巡る近年の情勢を鑑み、知事部局において学校体育を除く全

てのスポーツ振興業務を一元的に管理し、地域振興や観光、健康づくり等の施策とよ

り一層連携した施策展開を推進することを目的として、令和６年度組織改編において、

教育委員会から知事部局へ「スポーツに関すること（学校における体育に関すること

を除く）」を移管する。 

○ これに伴い、教育委員会の職務権限を知事が所管する根拠となる「山形県教育委員

会の職務権限の特例に関する条例」を改正するもの（なお当該条例は、令和２年度組

織改編において「文化財の保護に関すること」等を教育委員会から知事部局に移管し

た際、新たに制定した条例）。 

職務権限 
現 行  改 正 後 

知事部局に委任・移管 教育委員会所管  知事部局に委任・移管 教育委員会所管 

文化に関する

こと 

文化振興に関する

こと 

図書館、公民館、

生涯学習など 

 文化振興に関する

こと 

図書館、公民館、

生涯学習など 

文化財の保護

に関すること 

（R2 移管） 

文化財の保護に関

すること（県立博物

館の管理等を含む） 

－ 

 文化財の保護に関

すること（県立博物

館の管理等を含む） 

－ 

スポーツに関

すること 

（今回） 

プロスポーツによ

る地域活性化 

学校体育・保健、

生涯・競技スポ

ーツなど 

 スポーツに関する

こと（学校体育を

除く）（プロスポー

ツ、生涯・競技ス

ポーツなど） 

学校体育・保健 

※ 網掛が当該条例で知事部局へ移管する事務で、黒太枠が今回移管する事務（スポーツ） 

（関連事務の全てを知事部局へ移管する場合に条例の規定が必要） 

○ また、以下の条例についてもあわせて改正（規定の整備等）を行う。 

・山形県部設置条例        → 知事部局における各部の分掌事務の整理 

・山形県体育施設条例       → 「教育委員会」から「知事」に改正 

・山形県スポーツ推進審議会条例  → 「教育委員会」から「知事」に改正 

 

第２  施行期日                                      

  令和６年４月１日 
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（参考） 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抄） 

 

（教育委員会の職務権限） 

第 21 条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げる

ものを管理し、及び執行する。 

一 教育委員会の所管に属する第三十条に規定する学校その他の教育機関（以下「学校

その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。 

 二～十一 ‐略‐ 

十二 青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

十三 スポーツに関すること。 

 十四 文化財の保護に関すること。 

十五～十九 ‐略‐ 

（職務権限の特例） 

第 23 条 前二条の規定にかかわらず、地方公共団体は、前条各号に掲げるもののほか、

条例の定めるところにより、当該地方公共団体の長が、次の各号に掲げる教育に関する

事務のいずれか又は全てを管理し、及び執行することとすることができる。 

一 図書館、博物館、公民館その他の社会教育に関する教育機関のうち当該条例で定め

るもの（以下「特定社会教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること（第

二十一条第七号から第九号まで及び第十二号に掲げる事務のうち、特定社会教育機関

のみに係るものを含む。）。 

二 スポーツに関すること（学校における体育に関することを除く。）。 

三 文化に関すること（次号に掲げるものを除く。）。 

四 文化財の保護に関すること。 

２ 地方公共団体の議会は、前項の条例の制定又は改廃の議決をする前に、当該地方公共

団体の教育委員会の意見を聴かなければならない。 

 

 

○地方自治法 （抄） 

 

第 180 条の７ 普通地方公共団体の委員会又は委員は、その権限に属する事務の一部を、

当該普通地方公共団体の長と協議して、普通地方公共団体の長の補助機関である職

員・・・に委任し、若しくは普通地方公共団体の長の補助機関である職員・・・をして

補助執行させ、又は専門委員に委託して必要な事項を調査させることができる。（ただ

し書略） 

 

議2-1-8



議第 ２ 号 の ２ 

 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づく意見 

に係る臨時専決処理の承認について 

 

山形県議会２月定例会に提案された下記条例案の作成について、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29条の規定により山形県知事

から意見を求められた件について、教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に

委任し又は専決させる規則（昭和 31 年 11 月県教育委員会規則第 12 号）第５条第１

項の規定により、別紙のとおり専決処理したことについて承認する。 

 

記 

 

山形県職員定数条例の一部を改正する条例案 

 

   提 案 理 由 

山形県知事から上記議案の作成に当たり意見を求められ、緊急を要したため、教

育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は専決させる規則第５条第

１項の規定により専決処分したので、同条第２項の規定により承認を求めるため提

案するものである。 

 

令和６年３月 18日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹    

議2-2-1



議2-2-2



議第 号

山形県職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

山形県職員定数条例の一部を改正する条例を次のよう に制定する。

山形県職員定数条例の一部を改正する条例

山形県職員定数条例（ 昭和24年８ 月県条例第45号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条第１ 号中「 4, 084」 を「 4, 128」 に、 「 6, 253」 を「 6, 297」 に改め、 同条第５ 号中「 270」

を「 254」 に改める。

附 則

この条例は、 令和６ 年４ 月１ 日から施行する。

提 案 理 由

教育委員会の権限に属する事務の一部を知事が管理し 、 及び執行するこ と 等に伴い、 職員の定数

を変更するため提案するものである。

議2-2-3



山形県職員定数条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

 

現   行 改 正 案 

（職員の定数）  （職員の定数） 

第２条 職員の定数は次に掲げるとおりとする。 第２条 職員の定数は次に掲げるとおりとする。 

 (１) 知事の事

務部局の職員 

一般会計 4,084   (１) 知事の事

務部局の職員 

一般会計 4,128  

 企業特別会計 165   企業特別会計 165  

 病院事業特別

会計 

2,004   病院事業特別

会計 

2,004  

 計 6,253   計 6,297  

 (２)～(４)  －略－ －略－   (２)～(４)  －略－ －略－  

 (５) 教育委員会の事務部局

の職員 

270   (５) 教育委員会の事務部局

の職員 

254  

 (６) ～(４)  －略－ －略－   (６) ～(４)  －略－ －略－  

 

 

議2-2-4



 
山形県職員定数条例の一部を改正する条例案の概要 

 
 
第１  改正内容 

 ○ スポーツに関する事務（学校体育を除く）の知事部局への移管に伴い、当該事務分

に係る職員定数を教育委員会から知事部局に移管するため、山形県職員定数条例を改

正する。 

○ 定数の変動（増減）については以下のとおり。 

   【 知事部局 ＋４４（うちスポーツ分＋２０） 教育委員会 ▲２０ 】 

  （教育委員会の定数減の内訳） 

 事 務 

（事務局定数） 

教 員 合 計 

（事務局定数） （学校定数） 

教育委員会 ▲４ ▲１２ ▲４ ▲２０ 

 
 

  ※ ①：「山形県職員定数条例」における「教育委員会事務局」の定数から減じる分

（▲１６）                【→本議案】 

  ※ ②：「山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の

定数に関する条例（学校職員定数条例）」における「高等学校・教員」の定

数から減じる分（▲４）          【→議第２号の３の一部】 

 

＜参考：過去の事例＞ 

・ 文化財保護に関する事務の知事部局への移管（令和２年度組織改編：知事部局＋

２７、教育委員会▲２７）に伴い、令和２年２月定例会において、山形県職員定数

条例及び学校職員定数条例を一部改正 

（教育委員会の定数減（▲２７）の内訳） 

  ①：山形県職員定数条例からの減 → ▲１６  

  ②：学校職員定数条例からの減  → ▲１１ 

 

 

第２  施行期日 

  令和６年４月１日 

 

 

① ② 

議2-2-5



議第 ２ 号 の ３ 

 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づく意見 

に係る臨時専決処理の承認について 

 

山形県議会２月定例会に提案された下記条例案の作成について、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29条の規定により山形県知事

から意見を求められた件について、教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に

委任し又は専決させる規則（昭和 31 年 11 月県教育委員会規則第 12 号）第５条第１

項の規定により、別紙のとおり専決処理したことについて承認する。 

 

記 

 

   山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員 

の定数に関する条例の一部を改正する条例案 

 

   提 案 理 由 

山形県知事から上記議案の作成に当たり意見を求められ、緊急を要したため、教

育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は専決させる規則第５条第

１項の規定により専決処分したので、同条第２項の規定により承認を求めるため提

案するものである。 

 

令和６年３月 18日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹    

議2-3-1



議2-3-2



議第 号

山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の定数に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の定数に関する条例の一

部を改正する条例を次のように制定する。

山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の定数に関す

る条例の一部を改正する条例

山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の定数に関する条例（昭

和33年４月県条例第15号）の一部を次のように改正する。

別表を次のように改める。

別表

養 護 栄 養 寄宿舎 実 習 事 務 技 術 その他

区分 教 員 計

教 員 教 諭 指導員 助 手 職 員 職 員 の職員

人 人 人 人 人 人 人 人 人

市町村立

5,605 319 64 344 10 6,342

学校

県立中学

24 ２ ２ ３ 31

校

県立特別

823 26 69 24 50 65 1,057

支援学校

議2-3-3



県立高等

1,697 53 143 150 14 111 2,168

学校

附 則

この条例は、令和６年４月１日から施行する。

提 案 理 由

児童及び生徒並びに学級の数の変動等に伴い、学校職員の定数を変更するため提案するものであ

る。

議2-3-4



山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する学校職員の定数に関する条例の一部

を改正する条例（案）新旧対照表 

現   行 改 正 案 

別表 別表 

 

区

分 
教員 

養

護

教

員 

栄

養

教

諭 

寄

宿

舎

指

導

員 

実

習

助

手 

事

務

職

員 

技

術

職

員 

そ

の

他

の

職

員 

計   
区

分 
教員 

養

護

教

員 

栄

養

教

諭 

寄

宿

舎

指

導

員 

実

習

助

手 

事

務

職

員 

技

術

職

員 

そ

の

他

の

職

員 

計 

 

 市

町

村

立

学

校 

人 人 人 人 人 人 人 人 人  市

町

村

立

学

校 

人 人 人 人 人 人 人 人 人 

 

5,568 321 63 342 10 6,304

  

5,605 319 64 344 10 6,342

 

 県

立

中

学

校 

17 １ １ １ 20

  県

立

中

学

校 

24 ２ ２ ３ 31

 

 県

立

特

別

支

援

学

校 

807 26 69 24 50 65 1,041

  県

立

特

別

支

援

学

校 

823 26 69 24 50 65 1,057

 

 県

立

高

等

学

校 

1,742 53 146 153 14 113 2,221

  県

立

高

等

学

校 

1,697 53 143 150 14 111 2,168

 

 

議2-3-5



山形県立学校職員及び市町村立学校職員給与負担法に規定する 

学校職員の定数に関する条例の一部を改正する条例の概要 

 

１ 改正理由 

児童及び生徒並びに学級の数の変動等に伴い、学校職員の定数を改正する

もの。 

 

２ 改正内容 

学校職員の定数 

区 分 現 行 改正案 増 減 

市町村立学校 ６，３０４人 ６，３４２人 ３８人 

県立中学校 ２０人 ３１人 １１人 

県立特別支援学校 １，０４１人 １，０５７人 １６人 

県立高等学校 ２，２２１人 ２，１６８人 △５３人 

 

〔増減の主な理由〕 

・市町村立学校   ： 特別支援学級数の増加に伴う増 

・県立中学校    ： 新設に伴う増 

・特別支援学校   ： 児童生徒数の増加、学級数の増加に伴う増 

・県立高等学校    ：  各地区における県立高校再編整備計画に伴う学級 

            数の減並びにスポーツに関する事務の知事部局へ 

の移管に伴う減 

   

３ 施行日 

令和６年４月１日  

議2-3-6



議第 ３ 号 

 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 23 条第２項の規定に基づく 

意見に係る臨時専決処理の承認について 

 

山形県議会２月定例会に提案された下記条例の制定について、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 23 条第２項の規定により山形県

議会議長から意見を求められ、教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任

し又は専決させる規則（昭和 31 年 11 月県教育委員会規則第 12号）第５条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処理したことについて承認する。 

 

記 

 

   山形県部設置条例等の一部を改正する条例の設定について 

 

   提 案 理 由 

山形県議会議長から上記条例の制定に当たり意見を求められ、緊急を要したため、

教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は専決させる規則第５条

第１項の規定により専決処理したので、同条第２項の規定により承認を求めるため提

案するものである。 

 

令和６年３月 18日提出 

 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹 

議3-1



山形県議会議長森田

意見の聴取について

令和6年2月19日付け議調第219号で意見を求められた下記条例の制定については、

適当なものと認めます。

廣 殿

議第45 号

記

山形県部設置条例等の一部を改正する条例の設定について

(教育委員会の職務権限の特例に係る部分に限る。)

教政第 1322 号

令和6年2月20日

1 、
i・

山形県教育委員会.
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議3-2



議第 号

山形県部設置条例等の一部を改正する条例の設定について

山形県部設置条例等の一部を改正する条例を次のよう に制定する。

山形県部設置条例等の一部を改正する条例

（ 山形県部設置条例の一部改正）

第１ 条 山形県部設置条例（ 昭和34年３ 月県条例第２ 号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条第８ 号ニを次のよう に改める。

ニ スポーツに関する事項（ 学校における体育に関する事項を除く 。 ）

（ 山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部改正）

第２ 条 山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例（ 令和２ 年３ 月県条例第２ 号） の一部を

次のよ う に改正する。

本則中第２ 号を第３ 号と し 、 第１ 号の次に次の１ 号を加える。

( 2) スポーツに関するこ と （ 学校における体育に関するこ と を除く 。 ） 。

附 則

（ 施行期日）

１ この条例は、 令和６ 年４ 月１ 日から施行する 。

（ 山形県体育施設条例の一部改正）

２ 山形県体育施設条例（ 昭和39年３ 月県条例第38号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条から第４ 条までの規定中「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第５ 条中「 き損」 を「 毀損」 に、 「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第６ 条第１ 項、 第９ 条第１ 項第３ 号及び第２ 項から第４ 項まで並びに第10条第１ 項第５ 号及び

第２ 項中「 県教育委員会」 を「 知事」 に改める。

第13条中「 県教育委員会規則」 を「 規則」 に改める。

（ 山形県スポーツ推進審議会条例の一部改正）

３ 山形県スポーツ推進審議会条例（ 平成23年10月県条例第49号） の一部を次のよ う に改正する。

第２ 条及び第４ 条第１ 項中「 教育委員会」 を「 知事」 に改める。

（ 経過措置）

４ この条例の施行の日（ 以下「 施行日」 と いう 。 ） 前に法令、 条例若し く は教育委員会規則の規

定により 山形県教育委員会若し く は山形県教育委員会の委任を受けた者がした処分その他の行為

のう ちこの条例の施行の際現に効力を有するも の又はこの条例の施行の際現に法令、 条例若し く

は教育委員会規則の規定により 山形県教育委員会若し く は山形県教育委員会の委任を受けた者に

対してされている申請その他の行為で、 施行日以後において第２ 条の規定による改正後の山形県

教育委員会の職務権限の特例に関する条例本則第２ 号の規定により 知事が管理し、 及び執行する

こ と と なる事務に係るものは、 施行日以後においては、 知事若しく は知事の委任を受けた者がし

た処分その他の行為又は知事若しく は知事の委任を受けた者に対してさ れた申請その他の行為と

みなす。

提 案 理 由

教育委員会の権限に属する事務の一部を知事が管理し 、 及び執行するため提案するも のである 。

議3-3



山形県部設置条例等の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

 

第１条（山形県部設置条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

（略） （略） 

(８) 観光文化スポーツ部 (８) 観光文化スポーツ部 

イ 観光に関する事項 イ 観光に関する事項 

ロ 文化振興に関する事項 ロ 文化振興に関する事項 

ハ 文化財の保護に関する事項 ハ 文化財の保護に関する事項 

ニ スポーツによる地域活性化に関する事項 ニ スポーツに関する事項（学校における体

育に関する事項を除く。） 

 

第２条（山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和31年法律第162号。以下「法」という。）第23条

第１項の規定に基づき、次の各号に掲げる教育に

関する事務は、知事が管理し、及び執行すること

とする。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和31年法律第162号。以下「法」という。）第23条

第１項の規定に基づき、次の各号に掲げる教育に

関する事務は、知事が管理し、及び執行すること

とする。 

(１) 山形県立博物館及び山形県立うきたむ風

土記の丘考古資料館（以下「博物館等」とい

う。）の設置、管理及び廃止に関すること（法

第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲

げる事務のうち、博物館等のみに係るものを

含む。）。 

(１) 山形県立博物館及び山形県立うきたむ風

土記の丘考古資料館（以下「博物館等」とい

う。）の設置、管理及び廃止に関すること（法

第21条第７号から第９号まで及び第12号に掲

げる事務のうち、博物館等のみに係るものを

含む。）。 

 (２) スポーツに関すること（学校における体

育に関することを除く。）。 

(２) 文化財の保護に関すること。  (３) 文化財の保護に関すること。 

 

附則第２項関係（山形県体育施設条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

第１条 （略） 第１条 （略） 

（使用の許可） （使用の許可） 

第２条 体育施設の施設又は設備で別表に掲げる

もの（以下「施設等」という。）を使用しよう

とする者は、県教育委員会の許可を受けなけれ

ばならない。 

第２条 体育施設の施設又は設備で別表に掲げる

もの（以下「施設等」という。）を使用しよう

とする者は、知事の許可を受けなければならな

い。 

２ 県教育委員会は、前項の許可に体育施設の管

理上必要な条件を付することができる。 

２ 知事は、前項の許可に体育施設の管理上必要

な条件を付することができる。 

（使用の不許可） （使用の不許可） 

第３条 県教育委員会は、施設等の使用目的、使

用方法等が次の各号のいずれかに該当するとき

は、前条第１項の許可をしてはならない。 

第３条 知事は、施設等の使用目的、使用方法等

が次の各号のいずれかに該当するときは、前条

第１項の許可をしてはならない。 

(１)～(２)  （略） (１)～(２)  （略） 
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（使用の許可の取消し等） （使用の許可の取消し等） 

第４条 県教育委員会は、第２条第１項の規定に

よる許可を受けた者（以下「使用者」という。）

が次の各号のいずれかに該当するときは、当該

許可を取り消し、当該許可に付した条件を変更

し、又は施設等の使用の停止を命ずることがで

きる。 

第４条 知事は、第２条第１項の規定による許可

を受けた者（以下「使用者」という。）が次の

各号のいずれかに該当するときは、当該許可を

取り消し、当該許可に付した条件を変更し、又

は施設等の使用の停止を命ずることができる。 

(１)～(３)  （略） (１)～(３)  （略） 

（損害賠償等） （損害賠償等） 

第５条 使用者は、体育施設の施設又は設備を汚

損し、若しくはき損し、又は滅失したときは、

県教育委員会の指示するところにより原状に回

復し、又は損害を賠償しなければならない。 

第５条 使用者は、体育施設の施設又は設備を汚

損し、若しくは毀損し、又は滅失したときは、

知事の指示するところにより原状に回復し、又

は損害を賠償しなければならない。 

（使用料の徴収等） （使用料の徴収等） 

第６条 県は、第８条の規定により法人その他の

団体であつて県教育委員会が指定するもの（以

下「指定管理者」という。）が体育施設の管理

を行う場合を除き、使用者から別表に定める額

の範囲内で知事が定める額の使用料を徴収す

る。 

第６条 県は、第８条の規定により法人その他の

団体であつて知事が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）が体育施設の管理を行う場

合を除き、使用者から別表に定める額の範囲内

で知事が定める額の使用料を徴収する。 

２ （略） ２ （略） 

第７条～第８条 （略） 第７条～第８条 （略） 

（指定管理者が行う管理の基準） （指定管理者が行う管理の基準） 

第９条 指定管理者は、次に掲げる基準に従い、

体育施設の管理を行うものとする。 

第９条 指定管理者は、次に掲げる基準に従い、

体育施設の管理を行うものとする。 

(１)～(２)  （略） (１)～(２)  （略） 

(３) その他体育施設の管理上県教育委員会が

必要と認める基準 

(３) その他体育施設の管理上知事が必要と認

める基準 

２ 指定管理者は、前項第２号の基準の範囲内で、

あらかじめ県教育委員会の承認を受けて体育施

設の休業日を定めるものとする。 

２ 指定管理者は、前項第２号の基準の範囲内で、

あらかじめ知事の承認を受けて体育施設の休業

日を定めるものとする。 

３ 県教育委員会は、前項の承認をしたときは、

速やかに当該承認をした休業日を公示するもの

とする。 

３ 知事は、前項の承認をしたときは、速やかに

当該承認をした休業日を公示するものとする。 

４ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、指定

管理者は、必要があると認めるときは、あらか

じめ県教育委員会の承認を受けて体育施設を臨

時に使用させ、又は使用させないことができる。 

４ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、指定

管理者は、必要があると認めるときは、あらか

じめ知事の承認を受けて体育施設を臨時に使用

させ、又は使用させないことができる。 

（指定管理者が行う業務の範囲） （指定管理者が行う業務の範囲） 

第10条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うも

のとする。 

第10条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うも

のとする。 

(１)～(４)  （略） (１)～(４)  （略） 

(５) 前各号に掲げるもののほか、体育施設の

管理に関し県教育委員会が必要と認める業務 

(５) 前各号に掲げるもののほか、体育施設の

管理に関し知事が必要と認める業務 

２ 第８条の規定により指定管理者が体育施設の２ 第８条の規定により指定管理者が体育施設の
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管理を行う場合における第２条から第５条まで

の規定の適用については、これらの規定中「県

教育委員会」とあるのは、「指定管理者」とす

る。 

管理を行う場合における第２条から第５条まで

の規定の適用については、これらの規定中「知

事」とあるのは、「指定管理者」とする。 

（利用料金） （利用料金） 

第11条～第12条 （略） 第11条～第12条 （略） 

（委任） （委任） 

第13条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

県教育委員会規則で定める。 

第13条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

規則で定める。 

 

附則第３項関係（山形県スポーツ推進審議会条例の一部を改正する条例） 

現   行 改 正 案 

第１条 （略） 第１条 （略） 

（所掌事務） （所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、ス

ポーツの推進に関する計画その他のスポーツの

推進に関する重要事項について調査審議する。 

第２条 審議会は、知事の諮問に応じ、スポーツ

の推進に関する計画その他のスポーツの推進に

関する重要事項について調査審議する。 

（組織） （組織） 

第３条 （略） 第３条 （略） 

（委員） （委員） 

第４条 委員及び臨時委員は、学識経験のある者

のうちから、教育委員会が任命する。 

第４条 委員及び臨時委員は、学識経験のある者

のうちから、知事が任命する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠又

は増員により任命された委員の任期は、前任者

又は現任者の残任期間とする。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠又

は増員により任命された委員の任期は、前任者

又は現任者の残任期間とする。 

３ 臨時委員の任期は、特別の事項に関する調査

審議を終了するまでとする。 

３ 臨時委員の任期は、特別の事項に関する調査

審議を終了するまでとする。 
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山形県部設置条例等の一部を改正する条例案の概要 

 
 
第１ 改正内容（山形県教育委員会の職務権限の特例に関する条例）             

○ スポーツに関する事務については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地

教行法）第 21 条の規定に基づき、教育委員会の職務権限とされている一方、条例で

定めることにより、学校における体育に関することを除き、知事がその権限の全てを

行使できることとされている（地教行法第 23条第１項）。 

○ 本県においては既に、スポーツに関する事務の一部（プロスポーツに関することの

み）について、地方自治法第 180 条の７に基づく委任により知事部局で管理執行して

いるが、スポーツ振興を巡る近年の情勢を鑑み、知事部局において学校体育を除く全

てのスポーツ振興業務を一元的に管理し、地域振興や観光、健康づくり等の施策とよ

り一層連携した施策展開を推進することを目的として、令和６年度組織改編において、

教育委員会から知事部局へ「スポーツに関すること（学校における体育に関すること

を除く）」を移管する。 

○ これに伴い、教育委員会の職務権限を知事が所管する根拠となる「山形県教育委員

会の職務権限の特例に関する条例」を改正するもの（なお当該条例は、令和２年度組

織改編において「文化財の保護に関すること」等を教育委員会から知事部局に移管し

た際、新たに制定した条例）。 

職務権限 
現 行  改 正 後 

知事部局に委任・移管 教育委員会所管  知事部局に委任・移管 教育委員会所管 

文化に関する

こと 

文化振興に関する

こと 

図書館、公民館、

生涯学習など 

 文化振興に関する

こと 

図書館、公民館、

生涯学習など 

文化財の保護

に関すること 

（R2 移管） 

文化財の保護に関

すること（県立博物

館の管理等を含む） 

－ 

 文化財の保護に関

すること（県立博物

館の管理等を含む） 

－ 

スポーツに関

すること 

（今回） 

プロスポーツによ

る地域活性化 

学校体育・保健、

生涯・競技スポ

ーツなど 

 スポーツに関する

こと（学校体育を

除く）（プロスポー

ツ、生涯・競技ス

ポーツなど） 

学校体育・保健 

※ 網掛が当該条例で知事部局へ移管する事務で、黒太枠が今回移管する事務（スポーツ） 

（関連事務の全てを知事部局へ移管する場合に条例の規定が必要） 

○ また、以下の条例についてもあわせて改正（規定の整備等）を行う。 

・山形県部設置条例        → 知事部局における各部の分掌事務の整理 

・山形県体育施設条例       → 「教育委員会」から「知事」に改正 

・山形県スポーツ推進審議会条例  → 「教育委員会」から「知事」に改正 

 

第２  施行期日                                      

  令和６年４月１日 
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（参考） 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抄） 

 

（教育委員会の職務権限） 

第 21 条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げる

ものを管理し、及び執行する。 

一 教育委員会の所管に属する第三十条に規定する学校その他の教育機関（以下「学校

その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。 

 二～十一 ‐略‐ 

十二 青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

十三 スポーツに関すること。 

 十四 文化財の保護に関すること。 

十五～十九 ‐略‐ 

（職務権限の特例） 

第 23 条 前二条の規定にかかわらず、地方公共団体は、前条各号に掲げるもののほか、

条例の定めるところにより、当該地方公共団体の長が、次の各号に掲げる教育に関する

事務のいずれか又は全てを管理し、及び執行することとすることができる。 

一 図書館、博物館、公民館その他の社会教育に関する教育機関のうち当該条例で定め

るもの（以下「特定社会教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること（第

二十一条第七号から第九号まで及び第十二号に掲げる事務のうち、特定社会教育機関

のみに係るものを含む。）。 

二 スポーツに関すること（学校における体育に関することを除く。）。 

三 文化に関すること（次号に掲げるものを除く。）。 

四 文化財の保護に関すること。 

２ 地方公共団体の議会は、前項の条例の制定又は改廃の議決をする前に、当該地方公共

団体の教育委員会の意見を聴かなければならない。 

 

 

○地方自治法 （抄） 

 

第 180 条の７ 普通地方公共団体の委員会又は委員は、その権限に属する事務の一部を、

当該普通地方公共団体の長と協議して、普通地方公共団体の長の補助機関である職

員・・・に委任し、若しくは普通地方公共団体の長の補助機関である職員・・・をして

補助執行させ、又は専門委員に委託して必要な事項を調査させることができる。（ただ

し書略） 
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議第 ４ 号 

 

   山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則の一部を改正する規則

の制定について 

 

 山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則の一部を改正する規則を次のよう

に制定する。 

 

   山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則の一部を改正する規則 

 山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則（昭和50年７月県教育委員会規則第

７号）の一部を次のように改正する。 

第５条中「免除」を「免除し、及び中学校の生徒又はこれに準ずる者がその活

動に参加する団体が使用する場合にあつては同表に定める額の５分の４に相当

する額（その額に10円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）を減

額」に改める。 

「   「    

別表中 
山形県立鶴岡南高等学校 

を 
山形県立致道館高等学校 

 
山形県立鶴岡北高等学校  

  」  」 

に改める。 

附 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

   提 案 理 由 

 中学校の生徒等がその活動に参加する団体に係る使用料を減額することができる

ようにするため及び山形県立鶴岡南高等学校及び山形県立鶴岡北高等学校が山形県

立致道館高等学校に再編されることに伴い規定の整備を図るため提案するものであ

る。 

 

令和６年３月18日提出 

 

山形県教育委員会     

教育長 髙 橋 広 樹    
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山形県立高等学校体育施設の開放に関する規則新旧対照表 

現   行 改 正 案 

第１条～第４条 －略－  第１条～第４条 －略－  

（使用料の減免） （使用料の減免） 

第５条 開放された体育施設の使用料について

は、議会の議決に付すべき契約並びに財産の取

得、管理及び処分に関する条例（昭和39年３月

県条例第６号）第10条ただし書の規定により、

電気、ガス、水道又は冷暖房を使用する場合に

あつては山形県立学校施設使用料条例（昭和39

年10月県条例第71号）の表備考第２項に規定す

る光熱水費の実費に相当する額を免除する。 

第５条 開放された体育施設の使用料について

は、議会の議決に付すべき契約並びに財産の取

得、管理及び処分に関する条例（昭和39年３月

県条例第６号）第10条ただし書の規定により、

電気、ガス、水道又は冷暖房を使用する場合に

あつては山形県立学校施設使用料条例（昭和39

年10月県条例第71号）の表備考第２項に規定す

る光熱水費の実費に相当する額を免除し、及び

中学校の生徒又はこれに準ずる者がその活動

に参加する団体が使用する場合にあつては同

表に定める額の５分の４に相当する額（その額

に10円未満の端数があるときは、その端数を切

り捨てた額）を減額する。 

第６条 －略－ 第６条 －略－ 

附 則 附 則 

－略－ －略－ 
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別表 別表 

 開放校   開放校  

 山形県立山形南高等学校   山形県立山形南高等学校  

 山形県立山形西高等学校   山形県立山形西高等学校  

 山形県立山形北高等学校   山形県立山形北高等学校  

 山形県立山形工業高等学校   山形県立山形工業高等学校  

 山形県立山形中央高等学校   山形県立山形中央高等学校  

 山形県立天童高等学校   山形県立天童高等学校  

 山形県立寒河江工業高等学校   山形県立寒河江工業高等学校  

 山形県立谷地高等学校   山形県立谷地高等学校  

 山形県立村山産業高等学校   山形県立村山産業高等学校  

 山形県立東桜学館高等学校   山形県立東桜学館高等学校  

 山形県立新庄北高等学校最上校   山形県立新庄北高等学校最上校  

 山形県立新庄南高等学校金山校   山形県立新庄南高等学校金山校  

 山形県立新庄神室産業高等学校   山形県立新庄神室産業高等学校  

 山形県立新庄神室産業高等学校真室川校   山形県立新庄神室産業高等学校真室川校  

 山形県立米沢商業高等学校   山形県立米沢商業高等学校  

 山形県立南陽高等学校   山形県立南陽高等学校  

 山形県立長井高等学校   山形県立長井高等学校  

 山形県立荒砥高等学校   山形県立荒砥高等学校  

 山形県立鶴岡南高等学校   山形県立致道館高等学校  

 山形県立鶴岡北高等学校   山形県立鶴岡工業高等学校  

 山形県立鶴岡工業高等学校   山形県立加茂水産高等学校  

 山形県立加茂水産高等学校     
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議第 ５ 号 

 

教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の一部を改正する規則 

の制定について 

 

 教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の一部を改正する規則を次のよう

に制定する。 

 

   教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の一部を改正する規則 

 教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則（令和２年７月県教育委員会規則第

12 号）の一部を次のように改正する。 

第２条第３号中「指針第３（１）」を「指針第２章第１節（１）」に改める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

提 案 理 由 

 公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法第７条第１項に

基づき文部科学大臣が定めた指針の改正内容に伴い提案するものである。 

 

  令和６年３月 18日提出 

                     山形県教育委員会 

                       教育長 髙 橋 広 樹    

議5-1



 

 

教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則新旧対照表 

 

現  行 改 正 案 
 （定義） 

第２条 －略－ 

 （１）－略－ 

 （２）－略－ 

 （３）在校等時間 指針第３（１）の規定に基づ

き算定する教育職員が学校教育活動に関する

業務を行う時間として外形的に把握すること

ができる時間をいう。 

 （定義） 

第２条 －略－ 

 （１）－略－ 

 （２）－略－ 

 （３）在校等時間 指針第２章第１節（１）の規

定に基づき算定する教育職員が学校教育活動

に関する業務を行う時間として外形的に把握

することができる時間をいう。   
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教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の改正について 

 

 

 

１ 改正理由 

改正給特法第７条第１項に基づき文部科学大臣が定めた指針が令和３年４月１日に

改正され、令和２年７月 21日に策定した教育委員会規則「教育職員の業務量の適切な

管理等に関する規則」の一部において、表記の修正が必要となったために改正するも

の。 

 

２ 改正の概要 

教育委員会規則第２条第３号において、在校等時間の定義を「指針第３（１）の規定

に基づき」としていたが、指針が改正され、「第３（１）」の本文が、文言はそのままで

「第２章第１節（１）」に移行された。そのため、教育委員会規則第２条第３号の「指針

第３（１）」を「指針第２章第１節（１）」に改めるものである。 

 

３ 施行期日 

この規則は、公布の日から施行する。 
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